
コロナワクチンは胎児の先天異常とは無関係 米当局は妊婦への接種を推奨
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妊娠初期（第 1期）に新型コロナウイルスワ

クチンを接種しても、胎児に重大な先天異常

が現れる可能性には影響がないことが、医学

誌「米医師会紀要（JAMA）」に 1日に掲載され

た論文から明らかになった。 

全米にまたがる研究チームは、カリフォルニ

ア、オレゴン、ワシントン、コロラド、ミネ

ソタ、ウィスコンシンの各州の 8つの医療機

関のワクチンデータベースに登録された、

2021年 3月初旬～22年 1月下旬までに出生に

至った 4万 2000件以上の妊娠に関する医療情報を分析。その結果、米製薬大手ファイザー

とモデルナによるメッセンジャーRNA（mRNA）技術を用いた新型コロナウイルスワクチンを

妊娠初期に接種しても、胎児の目や耳、神経管、腎臓、呼吸器系、筋骨格系への重大な先

天異常のリスク増加には影響しないことが判明した。 

妊娠第 1期は、有害な暴露があった場合、胎児に先天異常が最も発生しやすい時期の 1つ

だとされる。今回の研究では、対象者の約 5分の 1に当たる約 7600人が妊娠第 1期に mRNA

新型コロナウイルスワクチンを接種、1万 9000人は妊娠前や妊娠中に同ワクチンを接種せ

ず、1万 3500人は妊娠第 2期または第 3期に接種したが、第 1期には接種していなかった。 

妊娠第 1期にワクチン接種を受けた妊婦のうち約 1350人が 2回目のワクチン接種を受けた。

うち約 46％は妊娠第 2期または第 3期に 2回目のワクチン接種を受け、約 20％は 3回目の

ワクチン接種も受けていた。 

研究チームは、今回の結果は、妊娠初期にワクチン接種をしても構造的な先天異常のリス

クは増加しないことを示すものだと強調。これは英スコットランドやイスラエルで行われ

た、母親のワクチン接種と胎児の先天異常との関連を包括的に分析した先行研究の結果と

一致すると説明した。その上で、今回の研究結果はファイザー製とモデルナ製の新型コロ

ナウイルスワクチンのみを対象としたものだが、妊婦や産科医に安心感を与えるものだと

評価した。 

生まれてきた乳児を生後約 6 カ月間、ウイルスから守ることができるとの研究結果も 

一般的に、研究者や当局者は当然、母子のリスクを考慮して、新たに承認された医薬品を

妊婦に投与することには極めて慎重になる。特に妊娠初期はリスクが大きいため、安全性

の懸念から、製薬会社は妊婦を臨床試験から除外することが通例だ。新型コロナウイルス

流行時のワクチン接種の初期段階、つまり同ワクチンが導入されたばかりで、ウイルスや

ワクチンが母体や胎児にもたらす危険性についてあまり知られていなかった時期には特に

慎重だった。当時、妊婦へのワクチン接種に関するデータはほとんどなく、世界保健機関

（WHO）をはじめとする世界中の主要な保健機関や専門家の間でも、妊婦へのワクチン接種

を巡って意見が分かれた。 

一方、呼吸器系の問題や早産、死産、神経系や発達上の問題など、新型コロナウイルス感

染症が母体や胎児に及ぼす深刻な健康への影響に関する証拠が増えており、現在では主要



な保健機関は、妊婦が遅滞なくワクチン接種を受けるよう広く奨励している。また、母親

が妊娠中にワクチンを接種した場合、生まれてきた乳児を生後約 6カ月間、ウイルスから

守ることができるとの研究結果もある。 

米疾病対策センター（CDC）は、数十万人を対象とした世界中の研究から、妊娠前と妊娠中

のワクチン接種は安全かつ効果的であり、妊婦と胎児の双方に有益であることが示されて

いるとして、妊娠中のいずれの段階でもワクチン接種を推奨している。CDCは、mRNAワク

チンは妊娠中の新型コロナウイルスによる重篤な症状やその他の健康被害を減らすだけで

なく、胎児を守る防御抗体の構築にも役立つとしている。新型コロナウイルスワクチンを

接種することによる利点は、妊娠中の接種に伴う潜在的なリスクを上回る。 

副作用に関するデータ、特にまれなものについては得られるまでに時間がかかることがあ

り、特に妊婦のような比較的少ないサンプル数で把握するのは難しい。今回の研究結果は、

単胎妊娠で生児出産に至った事例のみを考慮しており、死産などの事例は除外されている。

研究チームは出現までに時間がかかる問題があることも認めており、今回の研究では生後

4カ月以内に発生した問題のみが対象になったが、この期間については過去に確かな予測

値を持つことが証明されていると説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


